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を加えた。TIP 添加後，図 1(a) に示すように量子ドットの発光効率が添加量に
応じて徐々に減少することから，OA が TIP に置換されていることが示唆され
た。また，図 1(b) 挿図に示すように，TIP 置換後の量子ドットは水相に移るこ
とがわかった。 




























































えて，TiO2コートの上に安定な SiO2コートを施した。この試料の Ti/Cd モル比
は，図 1(b) に示すように TIP 添加量にほぼ比例することがわかった。また，
量子ドットを基板に固定し，TIP で置換した後に OA が残留していないことを
FTIR 分析より確かめた。これらの結果から，TIP を用いて，量子ドットを TiO2
で直接コートできることがわかった。 






  次に，ガラス基板上に TiO2ナノ粒子（20 nm）を含むペーストをスピンコー
トにより塗布し，450℃で焼結させることで TiO2 ナノ粒子膜を作製した。さら
に，TIP に置換した同じ CdSe/CdS 量子ドットをこの TiO2ナノ粒子膜上へアル
ゴン雰囲気下で複数回ドロップキャストした後，TIP をさらに加水分解・脱水
縮合させることで，図 2 挿図に示すように TiO2ナノ粒子と量子ドットを直接接
合し，さらに＜N＞＝1 における過渡吸収スペクトルを測定した。この過渡吸収
スペクトルの第一吸収（1S）ブリーチのダイナミクス（図 2）から，表面が OA
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λex= 480 nm，λobs = 549 nm
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